
３Ｕ ラック組込型 

概 要 
 

パラダイス・データコムの屋内用、コンパクト・ラック組込型シリーズ

（CRM )は、 新のハイパワー・マイクロウエーブ・アンプ技術を結

集して作られています。このSSPAは、業界 高レベルの対体積ー出

力、並びに、メンテナンスの容易性を誇っております。 

 

電源部、空冷ファン・トレイ、コントローラー・カード、並びに､コネ

クター盤は、リムーバブルですので、メンテナンスを容易に行えます。

奥行きが２４インチ（613mm)しかなく、高さも３Ｕ（133mm）し

かありませんので、ラックスペースを多く必要としません。 

 

全面パネルには、メニューに従って容易に動作をコントロールする機能

があり、専用のアラームLEDも装備しています。 

 

パラダイス・データーコムのラック組込型アンプは、リモート制御、並

びにリモート・ステータス表示の為に、いくつかのインターフェースを

装備しています。： 

● RS232/485 ( 4 wire )シリアル。 

● イーサー・ポート、UDP,SNMP, Webブラウザー

サポート。 

● オプト・アイソレート入力とForm C 接点出力。 

● Ｍ＆Ｃソフトウエア（無料） 

● サードパーティM&Cドライバー（何種類か用意さ

れている。） 

特 徴 

 

● 周波数帯域別 大出力 

 300W S-Band 

 300W C-Band 

 200W Ｘ-Band 

 200W Ku-Band 

● 電源部、空冷ファントレイ、モ

ニター＆制御ボード・アッセン

ブリー着脱可 

● イーサーネット・ポート 

● RFサンプル・ポート 

 (-40 dB ) 

● RFゲイン可変 

 55– 75dB 

● CE規格準拠 

● ユニバーサル電源 

● 1:1リダンダント制御内臓 

 

オプション 

 

● リモート・コントロール・パネ

ル 

● L-Band 入力仕様 

● 反射出力モニター 

● 入力サンプル・ポート 

● 1RUリダンダント・パワー。 

● エクゾースト・ダクト・アダプ

ター 

● リダンダント・システム。 

● フェーズ・コンバインド・シス

テム 

 

日本国内総代理店 : 

ATコミュニケーションズ（株） 

〒151-0062  東京都渋谷区千駄ヶ谷3-55-14 

TEL : 03-5772-9125 

FAX: 03-5772-9126 

 

    www.bizsat.jp 



３Ｕ ラック組込型 

Ｓ－バンド ３RU SSPA 

受信帯域用ノイズ、フィルター オプション 

Ｃ バンド ３RU SSPA 

異なる周波数帯域 オプション 
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異なる周波数帯域 オプション 

異なる周波数帯域 オプション 

Xバンド SSPA 3RU 

Ku- バ ン ド  SSPA 



３Ｕ ラック組込型 

共通電気的仕様 SSPA 3RU 
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L-Band 入力 仕様 

 

パラダイスのC, X, KuバンドSSPAには、L-band入力のブロック・アップコンバーターを内蔵することができます。こ

のL-Bandユニットは、パラダイス・データーコム独自のZBUCTM技術で作られており、このZBUCTMを搭載した場

合、SSPAのゲインを2-4 dB増加させます。 

 

その他ZBUCTMの特徴 ： 

 

● ZBUCTMは外部基準信号( Ref )を自動検出し、自動的に切り替えます。 

● オプションで高安定度基準信号( 10MHz )を内蔵できます。 

● ZBUCTMは、外部基準信号（Ref ）として、5, 10, 20, ２5, 50 MHzを内部設定の変更なしで使用できます。 

● ZBUCTMの外部基準信号( Ref )は、広い幅のレベルに対応します。(-10 dBm ~ +5ｄBm ) 

● ZBUCTMは、IF信号入力に重乗されたFSK M&Cに対応し、完全なリモートコントロールが可能です。 

可能な周波数構成 

ZBUC 付SSPA 3RU  電気的仕様 
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４“エクゾースト・アダプター（オプ

ション） SSPAの発熱をユニットから

離して放出します。 

導波管の出力フランジをシステ

ムの導波管切り口に合致させる

ため90°回展させることができ

ます。 

（オプション） 

250W  Cバンド SSPA 3RU 外観図 
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リダンダント電源オプション 

独立したスペア電源ユニット（+１２ＶＤＣ）を組み込んで、完全なリダンダント電源構成をつくると、システムの信頼

性をさらに高めます。 

 

この電源方式は、Ｎ+１リダンダント構成と呼んでおり、常に予備の電源ユニットが１個スタンバイしており、１個の電

源ユニットが故障しても、これに切り替わり運転は続けられます。 

 

加えて、これらの電源モジュールは、運転中に全面パネルから引き出すことができますので、簡単に交換できます。 

このリダンダント電源システム・オプ

ションを付加するには、たった１Ｕサイ

ズと４Ｋｇの重量増加しか必要としませ

ん。 

 

電源ユニットは、単相、ユニバーサル電

圧（90-265 VAC, 46-63Hz )で動作

し、電源力率は、0.99です。 
 

SSPAの出力によりますが、パワーサプライは、1200Wのホット・スワッパブル、モジュールを３個、あるいは４個

で構成させることもできます。この場合、各ユニットの重量は、2.3 Ｋgrです。 
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125W  Ku-バンド SSPA 3RU, 1RU N+1電源付 外観図  
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